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本荘南中の廊下が

“日本一長い木造校舎の廊下”に認定

ひ
と
足
先
に
花
を
つ
け
た 

十
月
桜 

（
３
月
２８
日
、本
荘
公
園 

 

本
丸
の
館
で
） 

小耳にはさんだ 

１２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ４ １５ 

人と自然が共生する  躍動と創造の都市 
ま　ち 

市の花　さくら 

市の木　ケヤキ 

市の鳥　キ　ジ 

面積　1,209.04平方 

海抜　最高1,757　（鳥海山八号目付近） 

　　　最低　　0　（日本海） 

市役所の位置　東経140度02分 

　　　　　　　北緯  39度23分 

キ 
　ロ 

メー 
トル 

メー 
トル 

時
に
添
い
歴
史
つ
ら
ぬ
き

里
を
う
る
お
し
人
を
む
す
ん
で

子
吉
川  

海
へ
と
向
か
う
水
の
道

そ
の
海
は
せ
め
ぎ
あ
う
世
界
へ
ひ
ら
く

先
人
の
知
恵
に
学
ん
で
今
日
を
生
き
る

ふ
る
さ
と
の
四
季
お
り
お
り
に

花
は
ほ
ほ
え
み
風
は
薫
っ
て

鳥
海
の  

山
き
よ
ら
か
に
裾
を
ひ
き

頂
は
め
く
る
め
く
宇
宙
に
つ
づ
く

子
ど
も
ら
と
と
も
に
夢
見
て
明
日
を
創
る

か
お

す
そ

つ
く

い
た
だ
き

由
利
本
荘
市
歌

由
利
本
荘
市
歌

新入生を迎えるため心を込めて掃除（４月５日） 

　
今
年
度
、
新
校
舎
の
建
設
着
工

が
予
定
さ
れ
て
い
る
本
荘
南
中
学

校
（
井
上
利
昭
校
長
）
の
廊
下
が

こ
の
ほ
ど
、
各
分
野
の
日
本
一
の

記
録
だ
け
を
デ
ー
タ
化
す
る
サ
イ

ト
「
記
録
認
定
・
日
本
一
ネ
ッ
ト

（h
ttp
://
n
ip
p
o
n
-1
.n
e
t/

）」
に

お
い
て
、
三
月
十
一
日
現
在
「
日

本
一
長
い
木
造
校
舎
の
廊
下
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。  

　
そ
の
後
、
青
森
県
鯵
ヶ
沢
町
立

赤
石
小
学
校
が
同
校
よ
り
も
十
　

長
い
直
線
百
四
十
七
　
の
廊
下
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
が
、
本
荘
南
中
学
校
で
は
、
幅
、

長
さ
と
も
に
考
慮
す
る
と
、
面
積

で
は
も
し
か
す
る
と
日
本

一
か
も
し
れ
な
い
と
話
し

て
い
ま
す
。 

　
昭
和
三
十
五
年
に
設
立

さ
れ
た
本
荘
南
中
学
校
は
、

市
内
で
最
も
古
い
校
舎
の

学
校
。
築
五
十
年
目
の
節

目
を
迎
え
る
平
成
二
十
一

年
度
に
は
そ
の
長
い
役
目

を
終
え
、
新
校
舎
へ
の
移

転
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
校
の
冨
士
盛
信
也
先

生
は
「
こ
の
た
び
の
日
本

一
認
定
は
、
こ
の
校
舎
の

持
つ
長
い
歴
史
に
花
が
添
え
ら
れ

た
よ
う
な
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち

も
、
い
つ
も
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
廊
下
が
日
本
一
だ
と
聞
い
て
驚

い
て
い
る
よ
う
で
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています



本庁・本荘総合支所�広域行政センター�

�
　秘書室　　　　　　　　　　　　　　　　24－6203�
　企画調整班　　　　　　　　24－6226、　24－6231�
　共同参画交流班　　　　　　　　　　　　24－6235�
　統計班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6227�
�
　情報管理班　　24－6267、　24－6268、　24－6366�
　情報処理班　　　　　　　　　　　　　　24－2470�
�
　管理班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6329�
　道路班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6330�
　河川班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6330�
　維持班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6341�
　用地調整班　　　　　　　　　　　　　　24－6342�
�
　建築営繕班　　　　　　  　24－6292、　24－6293�
�
　農政班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6353�
　畜産班（秋田由利牛振興室・新設） 　　　　24－6354�
　水産班　　　　　　　　　　　　　　　　24－6355�
�
　商業労政班　　　　　　　　　　　　　　24－6372�
　工業振興班　　　　　　　　　　　　　　24－6373�
�
　鳥海山観光振興室　　　　　　　　　　　24－6375�
　観光施設班　　　　　　　　　　　　　　24－6376�
　観光物産班　　　　　　　　24－6376、　24－6349

◆企画調整課（企画調整課、地域政策課、共同参画交流課を統合)

◆情報政策課（情報政策課、ＣＡＴＶセンターを統合)

◆建設管理課（建設管理課、建設維持課を統合)

◆建築営繕課（新設)

◆商工振興課（本荘総合支所産業課商工観光班を包括)

◆農業水産課（本荘総合支所産業課農林水産班を包括)

◆観光振興課（本荘総合支所産業課商工観光班を包括)

機構改革に伴う電話番号の変更�

（吹き抜け）�
第　６�
会議室�

第　８�
会議室�

第　５�
会議室�

第　４�
会議室�

傍聴席�

（吹き抜け）�エレ�
ベー�
ター�

男子�
ＷＣ�

女子ＷＣ�

給湯室�議
員
控
室�

サ
ー
バ
室�

監
査
委
員�

事 

務 

局�

正    庁�

議 員 控 室�
議
　
会�

図
書
室�

議
　
　
場�

議
長
室�

応
接
室�

議
　
会�

事
務
局�

エレ�
ベー�
ター�

男子�
ＷＣ�

女子ＷＣ�

給湯室�

情報　�
政策課�
（情報管理班）�

企　画�
調整課�

企画�
調整�
部長�

検 

査 

課�

副
市
長
室�

副
市
長
室�

管 

財 

課�

広　報�
広聴課�

秘書室�

職員課�総務課�

市 

長 

室�

応 

接 

室�

総
務
部
長�

財 

政 

課�

理
　
　
事�

市
政
記
者
室�

給
湯
室�

エレ�
ベー�
ター�

男子�
ＷＣ�

女子ＷＣ�

給湯室�

農業水産課�
秋田由利牛�
振　興　室�

建　築�
営繕課�

上下水道課�
建　設�
管理課�

都　市�
計画課�

農　村�
整備課�

林政課�
物
品
庫�

農
林
水
産
部
長�

建
設
部
長�

エレ�
ベー�
ター�

男子�
ＷＣ�

女子ＷＣ�

給湯室�

情報政策課�
（情報処理班）�

広域市町村圏�
組合事務局�

市役所２Ｆへ�

応
接
室�

管
理
者
室�

会
議
室�

控
　
室�

資
料
室�

宿
直
室�

給湯室�エレ�
ベー�
ター� 男子�

ＷＣ�

女子�
ＷＣ�

農
業
委
員
会�

税務課�
（地籍調査班）�

振興課�
管財班�
（総合支所）�振

興
課�

（
総
合
支
所
）�

福
祉
保
健
部
長�

給
湯
室�会 

議 

室�

会 

計 

課�

車
い
す�

Ｗ
　
Ｃ�

区
長
室�

市
民
生
活
課�

福　祉�
支援課�

子育て�
支援課�

長　寿�
支援課�

給湯室�

市民環境部長�

収　納　課�

生活環境課�
税　務　課�

支所長�

金融機関�

男子�
ＷＣ�

女子ＷＣ�

エレ�
ベー�
ター�

市民ホール�
案内�

正面玄関�

由利農業共済�
組合事務室�

選挙管理　　�
委員会事務局�

機械室�

印
刷
室�

ロ
ッ
カ
ー
室�

応
接
室�

給湯室�エレ�
ベー�
ター� 男子�

ＷＣ�

女子�
ＷＣ�

玄
関�

行政改革�
推進本部�

学習ホール�

給湯室�
男子�
ＷＣ�

女子�
ＷＣ�

エレ�
ベー�
ター� 入札課�

観光振興課�
�

鳥海山　　�
観光振興室�

保
管
庫�

暗
室� 企

　
業�

誘
致
課�

商
工
観
光�

部
　
　
長�

会
議
室�

商
　
工�

振
興
課�

変
わ
り
ま
し
た
　
市
の
組
織
機
構�

３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７ ２平成１９年４月１５日号　　広報ゆりほんじょう

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

四
月
二
日
、
市
役
所
正
庁
で
市
長

訓
辞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

柳
田
市
長
は
「
新
し
い
部
署
に

着
か
れ
た
方
々
は
早
く
職
場
に
慣

れ
て
、
市
の
一
体
感
を
高
め
、
発

展
さ
せ
る
と
い
う
志
を
胸
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
を
よ
く
把

握
し
、
市
政
の
主
人
公
で
あ
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
感
を
持
た
れ

る
よ
う
心
が
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
で
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
課
題

の
解
決
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
く

だ
さ
い
。

　

合
併
三
年
目
で
あ
り
、
い
よ
い

よ
真
価
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
期

待
し
ま
す
」
と
全
職
員
に
対
し
、

市
勢
発
展
に
向
け
た
業
務
の
推
進

を
指
示
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
組
織
・
機
構
の
簡
素

化
・
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
四
月
一
日

付
で
課
の
統
廃
合
、
新
設
に
よ
る

「
機
構
改
革
」
を
行
い
ま
し
た
。

（
本
紙
四
月
一
日
号
十�
に
内
容

掲
載
）

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
、
四
月
か
ら
助
役
の
呼
称
が

「
副
市
長
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

収
入
役
に
つ
い
て
は
、
村
上
助

役
が
そ
の
職
務
を
兼
掌
し
て
い
ま

し
た
が
、
四
月
か
ら
は
新
た
に

「
会
計
管
理
者
」
が
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
市
政
の
主
人
公
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に　
　

」　
　

年
度
初
め
の
市
長
訓
辞

助
役
が
「
副
市
長
」
に
変
わ
り
ま
し
た

助
役
が
「
副
市
長
」
に
変
わ
り
ま
し
た

市内の大型ショッピングセンター内に設置された期日前投票所

有権者数　　７３，１７２人
投票総数　　５０，３９７票
有効投票　　４９，７５９票
無効投票　　　　６３８票
投　票　率　　　６８．８８％
持　帰　り　　　　１票

開 票 結 果
　任期満了に伴う
秋田県議会議員一
般選挙の投・開票
が４月８日に行わ
れ、本市選出の県
議会議員４人が決
まりました。
　合併後の新しい

選挙区での４議席をめぐり、５人の候補者が
少数激戦の選挙運動を展開。今後、４人の
方々には、本市選出の議員として県勢発展の
ため、ご活躍いただくことになります。

次 点

佐々木三知夫　無所属　新　　７，５６９　票
（６１歳・岩谷町）

当 選

小田美恵子　自民　現③
（６０歳・川口）

　　９，９６３　票

加藤　鉱一　無所属　新①
（５８歳・岩城亀田大町）

　１０，５２９　票

佐藤健一郎　自民　現⑤
（５５歳・矢島町七日町）

　１２，００５　票

三浦　英一　無所属　現②
（５１歳・出戸町）

　　９，６９３　票



５ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
集
落
存
亡
の
岐
路
に
立

つ
農
山
村
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、
今
後
の
農
山
村
政
策

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
た
め
、
寺
田
典
城
知
事
が
四
月
四

日
、
矢
島
地
域
の
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

熊
之
子
沢
集
落
で
は
、
集
落
の
中
を
歩
き
な
が
ら
花
き

栽
培
農
家
・
佐
藤
角
栄
さ
ん
と
対
話
。
ま
た
、
や
さ
い
王

国
で
は
、
茂
木
美
寶
子
組
合
長
の
説
明
の
も
と
、
特
産
の

松
皮
も
ち
や
ナ
メ
コ
の
缶
詰
、
雪
の
下
か
ら
掘
り
出
し
た

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を
、
実
際
に
手
に
取
り
な
が
ら
視
察
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
日
新
館
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
に
は
、
市

や
県
の
関
係
者
の
ほ
か
住
民
代
表
と
し
て
佐
藤
さ
ん
や
茂

池田さん 岡見さん 藤原さん

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
三
カ
年
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
た
市
道
、
浜
山
・
海
士
剥
線
の
道
路
改
良
や
、
海
士
剥

下
橋
の
掛
け
替
え
工
事
が
完
成
し
、
三
月
二
十
八
日
、
完

成
式
と
西
目
保
育
園
児
な
ど
に
よ
る
渡
り
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

  
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
で
行
わ
れ
た
本
工
事
の
内
容

は
、
延
長
二
百
八
十
八
㍍
の
道
路
改
良
と
舗
装
、
海
士
剥

下
橋
の
橋
梁
工
な
ど
で
、
総
事
業
費
は
約
二
億
五
千
七
百

二
十
万
円
。
地
域
の
交
通
環
境
が
改
善
さ
れ
、
利
便
性
が

格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　

完
成
式
で
は
、
神
事
な
ど
の
式
典
の
後
、
関
係
町
内
会

長
や
園
児
た
ち
が
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
た
ば
か
り
の
海
士

剥
下
橋
の
渡
り
初
め
を
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
工
事
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
度
消
防
功
労
者
表

彰
式
が
三
月
二
十
三
日
、
県
庁
で

行
わ
れ
、
本
市
の
消
防
関
係
者
が

消
防
庁
長
官
表
彰
の
永
年
勤
続
功

労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
市
消

防
団
副
支
団
長
・
池
田
義
夫
さ
ん

（
西
目
支
団
・
西
目
町
西
目
）、

同
じ
く
岡
見
鑛
藏
さ
ん
（
岩
城
支

団
・
岩
城
二
古
）、
同
じ
く
藤
原

鐵
夫
さ
ん
（
本
荘
支
団
・
鮎
瀬
）

の
三
人
。
永
年
に
わ
た
り
、
消
防

団
員
と
し
て
地
域
の
火
災
予
防
に

尽
力
し
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

木
組
合
長
、
立
石
地
区
集
落
営
農
組
合
の
伊
豆
秀
一
さ
ん

も
出
席
し
、
農
山
村
の
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

住
民
か
ら
は
「
直
売
所
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

み
ん
な
そ
こ
で
働
く
の
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る
。
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
」「
市
外
か
ら
の
利
用
者
が
多
い

矢
島
ス
キ
ー
場
の
食
堂
に
、
地
場
野
菜
を
使
っ
て
も
ら
え

れ
ば
そ
の
お
い
し
さ
が
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
」「
お
年
寄

り
た
ち
は
み
ん
な
地
域
を
離
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

比
較
的
元
気
な
お
年
寄
り
の
家
に
共
同
で
住
み
、
近
所
の

人
が
そ
れ
を
手
助
け
す
る
、
地
域
ぐ
る
み
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
が
で
き
れ
ば
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
は
、「
地
域
が
違
っ
て
も
農
山
村
の
現
状
は
同
じ

よ
う
に
厳
し
い
。
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
中
で
は
、
国

の
補
助
な
ど
の
動
き
を
待
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
由
利

本
荘
市
独
自
の
取
り
組
み
を
出
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

やさい王国では、品物を手に取りながら視察

元気に「渡り初め」を行う西目保育園の園児たち

４平成１９年４月１５日号　　広報ゆりほんじょう

　

菖
蒲
崎
貝
塚
で
の
平
成
十
八
年
度
発
掘
調
査
の
概

要
報
告
が
三
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
、
出
土
し
た
土

器
に
付
着
し
た
炭
化
物
の
中
に
、「
ア
サ
」
の
果
実
を

確
認
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

菖
蒲
崎
貝
塚
は
、
日
本
海
側
屈
指
の
規
模
を
有
す

る
縄
文
時
代
早
期
の
貝
塚
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た

調
査
で
は
、
土
器
や
石
器
、
貝
殻
や
魚
骨
な
ど
の
動

植
物
遺
体
な
ど
の
ほ
か
、
集
石
炉
（
石
蒸
し
料
理
の

跡
）
や
人
骨
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

主
に
集
石
炉
付
近
の
様
子
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
出
土
し
た
土
器
に
付
着
し
た

ア
サ
の
果
実
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
サ
は
日
本
に
自
生
し
な
い
栽
培
植
物
で
す
が
、

そ
の
伝
来
経
路
は
あ
ま
り
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
発
見
さ
れ
た
土
器
に
は
、
ア
サ
が
煮
炊
き
さ
れ

た
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、
東
京
大
学
で
の
分
析
の
結

果
、
約
七
千
五
百
年
か
ら
七
千
六
百
年
前
の
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
煮
炊
き
」
と
い
う
ア

サ
の
使
用
状
況
を
示
す
事
例
と
し
て
は
、
国
内
唯
一

の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

分
析
に
あ
た
っ
た
東
京
大
学
大
学
院
・
辻
誠
一
郎

教
授
は
、「
ア
サ
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
油
や
繊
維
、

食
用
な
ど
の
記
録
が
あ
り
、
利
用
価
値
の
高
い
植
物

だ
っ
た
が
、
外
来
種
で
あ
る
ア
サ
が
、
煮
炊
き
さ
れ

た
形
跡
で
、
平
安
時
代
よ
り
は
る
か
昔
の
縄
文
遺
跡

か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
海
沿
岸
に
、
大
陸
と
の
海

を
越
え
た
文
化
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

国
内
唯
一
の
事
例

　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
を
目
指
す
市
地
域
公
共
交
通
会
議
が
三
月
二

十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
鳥
海
地
域
の
生
活
バ
ス

路
線
の
廃
止
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
回
目
の
開
催
で
あ
る
今
回
は
、
交
通
関
係

機
関
の
代
表
な
ど
に
委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
会
長
に
は
市
商
工
会
・
藤
原
敬
夫
事
務
局

長
を
選
出
。
藤
原
会
長
は
「
地
域
住
民
の
足
の

確
保
を
協
議
す
る
重
要
な
会
議
。
皆
さ
ん
と
協

議
を
進
め
て
参
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

鳥
海
地
域
の
「
代
替
交
通
案
」
検
討
へ

　

続
い
て
事
務
局
が
本
荘
地
域
や
岩
城
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
状
況
、
鳥
海
地
域

中
直
根
線
・
猿
倉
線
の
バ
ス
路
線
廃
止
に
か
か

る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
報
告
。
地
域
住
民
の
代

表
か
ら
は
「
路
線
廃
止
の
申
し
出
は
誠
に
残
念
。

運
転
免
許
を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど
が
利
用
で

き
る
代
替
交
通
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
望
や
、
委
員
か
ら
は

「
何
の
た
め
に
バ
ス
を
走
ら
せ
て

い
る
の
か
、
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
、
地
域

の
住
民
と
一
緒
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、

同
路
線
に
つ
い
て
今
年
九
月
末
日

で
の
廃
止
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、
鳥
海
地
域
の
バ

ス
廃
止
路
線
に
つ
い
て
、
地
域
の

要
望
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
十
月

以
降
の
代
替
交
通
案
を
検
討
し
て

い
く
予
定
で
す
。

▲　

人
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

１４

説明にあたった辻教授 黒くて丸い粒が炭化した「アサ」の果実



７

　

一
年
を
通
じ
農
業
体
験
を
し
な
が

ら
食
と
農
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
・
人
員　

市
内
の
小
学
４
年

　

生
以
上
の
児
童　

人
５０

▽
年
会
費　

一
人
２
千
円
（
ほ
か
昼

　

食
代
は
自
己
負
担
）

▽
応
募
期
限　

４
月　

日�
２５

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
各
支
店
備
え

　

付
け
の
申
込
書
で
。
詳
し
く
は
Ｊ

　

Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
生
活
福
祉
部
生

　

活
課
（�
　
　�
　
１
７
２
５
）

２７

　

水
林
海
岸
防
備
林
に
ク
ロ
マ
ツ
苗

木
千
本
を
植
樹
し
ま
す
。

▽
と
き　

４
月　

日�
　

午
前　

時

２１

１０

　

〜
正
午

▽
集
合
場
所　

市
水
林
国
有
林
（
本

　

荘
由
利
卸
売
市
場
向
か
い
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月　

日�
ま
で
に
、
水
林
海
岸

１９

　

防
備
林
を
松
く
い
虫
か
ら
再
生
す

　

る
会
事
務
局
（
由
利
森
林
管
理
署

　

内�
　
　�
　
１
０
７
６
）

２２

□
売
払
い
物
件　

由
利
本
荘
市
花
畑
町
一
丁

　

目
一
一
六
番　

宅
地
五
八
三
・
三
〇
平
方
㍍

□
最
低
売
却
価
格　

三
千
二
百
七
十
四
万
円

□
入
札
参
加
資
格
除
外

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条

　

の
四
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
に
該
当

　

す
る
方
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

□
入
札
注
意
書
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
・
日
時

▽
場
所　

市
役
所
第
六
会
議
室
（
五
階
）

▽
日
時　

４
月　

日�
　

午
前
９
時　

分
〜

２０

３０

□
入
札
執
行
の
場
所
・
日
時

▽
場
所　

市
役
所
第
六
会
議
室
（
五
階
）

▽
日
時　

４
月　

日�
　

午
前　

時
〜

２６

１０

　
　
（
入
札
手
続
は
午
前
９
時　

分
ま
で

４０

　

と
し
、
郵
便
に
よ
る
入
札
は
認
め
ら

　

れ
ま
せ
ん
。
入
札
金
額
の
百
分
の
五

　

以
上
入
札
前
に
納
付
の
こ
と
。）

□
売
買
契
約
の
締
結

　

落
札
者
は
、
落
札
の
通
知
を
受
け
た

　

日
か
ら
五
日
以
内
に
売
買
契
約
を
締

　

結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
本
荘
総
合
支

　

所
振
興
課
（�
　
　�
　
６
２
６
３
）

２４

▽
と
き　

５
月
７
日�
〜　

月　

日

１１

２６

　
�
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

　
　
（
毎
週
月
曜
日
・
隔
週
木
曜
日
・

　

計　

回
）

４０

▽
と
こ
ろ　

ポ
ン
パ
ル

▽
対
象　

手
話
が
初
め
て
の
方

▽
定
員　
　

人　

▽
受
講
料　

無
料

３０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

４
月　

日�
ま
で
に
、
市
福
祉
支

２７

　

援
課
（�
　
　�
　
６
３
１
４
）

２４

「
手
話
通
訳
」「
要
約
筆
記
」「
点
字

広
報
」「
声
の
広
報
」
の
ご
利
用
を

◇
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
派
遣

　

音
声
言
語
障
害
、
聴
覚
障
害
者
の

方
々
の
、
円
滑
な
日
常
生
活
を
支
援

す
る
た
め
「
手
話
通
訳
者
」「
要
約
筆

記
者
」
を
派
遣
し
ま
す
。

◇
点
字
広
報
・
声
の
広
報

　

視
覚
障
害
者
の
方
に

「
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
」

の
内
容
を
点
字
に
し
た
「
点
字
広
報
」

を
月
一
回
、「
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
」
に

収
録
し
た
も
の
を
月
二
回
お
届
け
し

ま
す
。

※
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
支
援
課
（�
　
　�
　
６
３
１
４

２４

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　
０
４
８
０
）

２４

Ｊ
Ａ
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」　

生
徒
を
募
集
し
ま
す　
　
　

「
海
岸
林
再
生
植
樹
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

□赤田市民農園　　 ▽場所　五峰苑内　東光館隣り（赤田）
　 ▽区画　１区画＝約４０平方㍍　 ▽年間利用料　３，０００円（税込み）
　 ▽申し込み・問い合わせ先　農業水産課（�２４－６３５３）、東光館（�
　　　２３－２８８２）

□大内市民農園　　 ▽場所　都市農村交流センター「たんぽぽ館」隣り（松本）
　 ▽区画　１区画＝約３０平方㍍　 ▽年間利用料　２，０００円（税込み）
　 ▽申し込み・問い合わせ先　都市農村交流センター「たんぽぽ館」
　　　　（�６６－２２７７）

□南由利原高原クラインガルテン　　 ▽場所　南由利原高原（西沢）
　 ▽区画　１区画＝約１０５平方㍍ 　 ▽年間利用料　３，０００円（税込み）
　 ▽申し込み・問い合わせ先　由利総合支所産業課（�５３－２１１４）

□アグリファーム「ふれあい農園」
　 ▽場所　県立矢島高等学校旧農場跡地（矢島町城内）
　 ▽区画　１区画＝約５０平方㍍　 ▽年間利用料　３，０００円（税込み）
　 ▽申し込み・問い合わせ先　矢島総合支所産業課（�５５－４９５６）

　市政モニターは、各地域のさま
ざまな年齢層・職業の皆さんから、
市政に対する建設的な提言や要望
などをお寄せいただき、皆さんの
声を反映させながら市政運営を図
る制度です。

▽対象　市内在住で１６歳以上の方

▽任務　モニター会議や研修会
　　への参加、モニター通信（市
　　政に関する提言や質問などの
　　提出）、アンケートや市の意見
　　募集への回答など

▽任期　２年

▽募集人員　１４人

▽応募方法　５月
　　１０日�までに、
　　住所・氏名・年齢・職業また
　　は学校名・電話番号・応募の
　　動機（１００字程度）を記入の上、
　　はがき、ＦＡＸ、またはＥメー
　　ルでご応募ください。

▽選考　年齢、地域バランスなど
　　を考慮のうえ選考いたします。

▽応募・問い合わせ先
　　〒０１５－８５０１　由利本荘市尾崎１７番地　市広報広聴課
　　　（�２４－６２３７、ＦＡＸ２３－１３２２）　Ｅメール：ｋｏｕｈｏ＠ｃｉｔｙ．ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ．ａｋｉｔａ．ｊｐ

知事と語ろう「子育て教育フォーラム」　４月１７日�　午後１時３０分～３時３０分：本荘由利広域交流センター

▽内容　　「子育て支援と教育充実を推進する将来ビジョン（案）」の説明、意見交換　　 ▽問い合わせ先　由利地域振興局地域企画課（�２２－５４３２）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
案
内

市
有
財
産
の
入
札
に
よ
る
売
り
払
い

◆「市民農園」利用者を募集◆「市民農園」利用者を募集 !! !!

６

　

次
の
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　

３
戸
（
砂
子
下
）

　

岩
城
地
域　

２
戸
（
愛
宕
・
亀
田
中
央
）

　

由
利
地
域　

１
戸
（
滝
沢
舘
）

　

鳥
海
地
域　

１
戸
（
鶴
ヶ
平
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域　

１
戸
（
田
町
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
、
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　

ス
ー
パ
ー
、商
店
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
し
た
「
有
料
指
定
ご
み
袋
」
の
販
売

（
交
付
）説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
各

期
日
と
も
「
午
後
２
時
」
か
ら
。
▽
本

荘　

５
月　

日�
‥
本
荘
由
利
広
域

１１

交
流
セ
ン
タ
ー 
▽
矢
島　

５
月　

日
１５

�
‥
日
新
館
▽
岩
城　

５
月　

日�
３１

‥
岩
城
総
合
支
所
▽
由
利　

５
月　
２２

日�
‥
由
利
総
合
支
所
▽
大
内　

５

月　

日�
‥
大
内
総
合
支
所 
▽
東
由

１６
利　

５
月　

日�
‥
東
由
利
総
合
支

１８

所
▽
西
目　

５
月　

日�
‥
シ
ー
ガ

２３

ル
▽
鳥
海　

５
月　

日�
‥
紫
水
館

１７

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
生
活
環
境
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
５
３
）

２４

■
中
小
企
業
融
資
斡
旋
制
度 

　

市
内
に
一
年
以
上
住
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
し
て
、
現
に
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
を
対
象
に
、
事
業
の
運
転

資
金
や
設
備
投
資
資
金
の
融
資
斡
旋

を
行
い
、
そ
の
利
子
の
一
部
や
保
証

料
を
補
助
し
ま
す
。

▽
融
資
限
度
額　

１
千
万
円

▽
貸
出
利
率　
　

２
・
６
５
％

▽
返
済
期
間　
　

７
年
以
内 

■
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
制
度

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
空
き
店

舗
の
活
用
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街

地
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
新
規
創

業
さ
れ
る
方
に
対
し
て
店
舗
賃
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
空
き
店
舗

　

中
心
市
街
地
区
域
（
本
荘
駅
前
商
店
街

　

等
）
に
あ
り
、
賃
借
人
を
募
集
し
て
６

　

カ
月
以
上
空
い
て
い
る
店
舗
で
あ
っ

　

て
、
活
用
に
よ
り
、
所
在
す
る
商
店
街

　

な
ど
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
も
の

▽
補
助
額

　

家
賃
月
額
分
の
２
分
の
１
ま
た
は

　

４
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
に

　

賃
借
期
間
（
創
業
し
た
月
か
ら　
１２

　

カ
月
を
限
度
）
を
乗
じ
た
額

■
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
支
援
制
度

　

市
内
に
事
業
拠
点
を
置
き
、
新
た

な
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り
新

事
業
の
展
開
を
目
指
す
創
業
一
年
以

下
の
事
業
者
を
対
象
に
、
新
事
業
に

か
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
額　

補
助
対
象
と
な
る
経
費

　

の
２
分
の
１
以
内
（
限
度
額　

万
円
）

１００

▽
各
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先　

市
商

　

工
振
興
課
（�
　
　�
　
６
３
７
２
）

２４

　

県
育
英
会
の
奨
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
秋
田
育
英
奨
学
生

▽
対
象　

本
年
４
月
に
大
学
・
短
大

　

に
入
学
し
、
１
年
に
在
籍
し
て
い

　

る
本
県
出
身
者
で
、
県
育
英
会
運

　

営
の
学
生
寮
に
入
寮
し
て
い
な
い
方

▽
出
願
期
限　

４
月　

日�
２６

※
卒
業
後
、
県
内
に
居
住
し
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
返
還
金

の
３
分
の
１
を
免
除
す
る
制
度
あ
り
。

◆
す
こ
や
か
奨
学
生

▽
対
象　

秋
田
育
英
奨
学
生
対
象
者

　

の
う
ち
、
第
三
子
以
降
の
方
お
よ

　

び
そ
の
兄
弟
姉
妹

▽
出
願
期
限　

４
月　

日�
２６

※
卒
業
後
、
県
内
に
居
住
し
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
返
還
金

の
２
分
の
１
を
免
除
す
る
制
度
あ
り
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
�
県
育
英
会
事
務
局
（�
０
１
８

　
　�
　
８
６
０　�
　
３
５
５
２
）

　

な
お
、
こ
れ
ら
二
つ
を
併
願
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の

制
度
と
の
併
用
も
で
き
ま
せ
ん
。

▽
と
き　

５
月　

日�
〜　

日�

２４

２５

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

消
防
法
第
八
条
第
一
項
に

　

定
め
ら
れ
て
い
る
防
火
管
理
者
の

　

う
ち
、
甲
種
防
火
管
理
者
の
資
格

　

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習

▽
受
講
料　

４
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

５
月　

日�
ま
で
に
、
市
消
防
本

１８

　

部
予
防
課
（�
　
　�
　
４
２
８
２
）、

２２

　

本
荘
消
防
署�
　
　�
　
０
０
１
１
、

２２

　

矢
島
消
防
署�
　
　�
　
２
１
１
１
）
へ

５５

※
５
月　

日
開
催
の
「
甲
種
防
火
管
理

２５

再
講
習
（
受
講
料
３
千
円
）」
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

県
で
は
、
地
域
住
民
団
体
が
行
う

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
活
動

に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
助
成
金

▽
対
象　

県
内
で
活
動
を
行
う
団
体

　
　
（
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

▽
対
象
と
な
る
活
動
内
容

　

地
域
住
民
団
体
が
自
主
的
に
行
う

　

犯
罪
防
止
活
動
や
災
害
防
止
活
動
。

　
　
《
具
体
例
／
①
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
（
防
犯
・
防
災
点
検
、
診
断
活
動
含
む
）

　

②
防
犯
・
防
災
教
室
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

　

の
開
催
③
地
域
安
全
情
報
の
提
供
④
そ

　

の
他
の
関
連
す
る
活
動
》

▽
活
動
時
期　

４
月
１
日
か
ら
来
年

　

２
月
末
日
ま
で
。

▽
条
件
な
ど　

活
動
の
た
め
の
直
接
的

　

な
経
費
が
対
象
。
機
器
の
購
入
や
団

　

体
の
運
営
費
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

▽
助
成
額　
　

万
円
が
上
限
。

１０

▽
申
請
方
法　

市
生
活
環
境
課
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
市
民
課
に
備
え
付

　

け
の
申
請
書
で
、
郵
送
か
持
参
に

　

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

５
月　

日�
１１

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
生
活
環

　

境
部
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

課
調
整
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
班
（�

　

０
１
８　�
　
８
６
０　�
　
１
５
２
２
）

　

市
で
は
、
市
役
所
附
属
会
館
食
堂

の
受
託
者
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　

４
月　

日�
　

午
後
２
時

２５

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館

▽
応
募
資
格　

米
飯
、
麺
類
の
食
事

　

や
飲
み
物
を
提
供
で
き
、
市
内
で

　

食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
経
営

　

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

　

業
務
経
験
者
で
営
業
可
能
な
方

▽
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
総
務
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
１
１
）

２４

「
防
犯
」
や
「
防
災
」
活
動
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

　
「
有
料
指
定
ご
み
袋
」
の
販
売

　
（
交
付
）
店 
を
募
集
し
ま
す　

暮らしのお知らせ

　
「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
」　

が
開
催
さ
れ
ま
す　
　
　
　
　

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

県
育
英
会
の
「
奨
学
生
制
度
」

市
役
所
附
属
会
館
「
食
堂
」　

の
受
託
者
を
募
集
し
ま
す　

「パソコン講習」のご案内　 ▽パソコン初心者 (基本操作 )パソコン初心者 (基本操作 )　①５月７、８日 ②５月１０、１１日　 ▽ワード初心者 (文書作成 )ワード初心者 (文書作成 )　
①５月１４、１５日 ②５月１７、１８日　 ▽時間時間　午前９時３０分～午後４時　 ▽会場会場　本荘由利地域職業訓練センター　 ▽受講料受講料　 ３，０００円

▽定員定員　１０人（受講少数であれば中止の場合あり）　 ▽申し込み先申し込み先　職業訓練協会 (�２３－５５０２）

あ
な
た
の
「
や
る
気
」
を
応
援
し
ま
す

市
商
工
関
係
支
援
制
度
の
案
内

亀田中央団地



９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

本 荘 地 域本 荘 地 域

■本荘地区連合婦人会・婦人学級生を募集します
　本荘地域在住の婦人であれば、どなたでも参加できます。

▽開設講座　移動研修、健康講座、料理教室

▽経　費　会費、通信費として、１，２００円を申し込み時に
　　集金。※資料代、材料代など別途負担あり

▽申し込み・問い合わせ先　本荘公民館に備え付けの申
　　込用紙に必要事項を記入の上、５月１５日�まで同内
　　婦人会事務局（�２２－０９００）へ

■アクアパル・フィットネスジム登録講習会

▽と　き　４月１９日�　午後６時

▽ところ　アクアパル　　 ▽定　員　先着２５人

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
※事前に電話等でアクアパルへお申し込みください。
■アクアパル　カヌー教室

▽と　き　４月２９日�　午後１時～４時

▽ところ　子吉川（アクアパル集合）

▽対　象　小学３年生以上（小学生は保護者同伴）

▽定　員　先着２０人　　 ▽保険料　５００円

▽持ち物　タオル、着替え　　 ▽申込期限　４月２７日�
■中国の歌姫「 幽  燕 コンサート」

ユウ エン

▽と　き　５月２０日�
　　午後１時３０分／開場、２時／開演

▽ところ　アクアパル「多目的ホール」

▽入場券【全席自由】
　　一般前売り２，５００円・当日３，０００円
　　ペア券４，５００円（前売りのみ）

▽入場券販売所　アクアパル、本荘地域各公民館、コン
　　ノ楽器、ヤマハ本荘店、ジョイフルシティ本荘、ト
　　ガシ電機商会、ミュージックショップササヤ
※コンサート入場券割引などの特典がある、文化振興協会
　会員も募集中。（詳しくは広報４月１日号をご覧ください）
■「国体会場の子吉川クリーンアップ」
　～ゴミのない子吉川にしよう�～

▽と　き　４月２９日�　午前７時３０分～８時３０分

▽ところ　友水公園、せせらぎパーク、由利橋下河川敷
※ゴミ袋、軍手などは準備します。当日は小雨決行、実
　施の場合は午前７時にのろしで合図します。

▽お願い　船主の皆さんは当日アクアパル前船着き場へ
　　８時に集合してください。

▽問い合わせ先　子吉川市民会議事務局（�２２－５６１１）

■４月２８日（土）　三望苑オープン
　利用の申し込みは、希望日時の２カ月前から申し込み
の順で受け付けします。ご利用をお待ちしております。

▽利用料金　休養施設…宿泊３，１５０円、日帰り（和室）１
　　日２，６２５円・半日１，７８５円、（洋室）１日２，１００円・半
　　日１，４７０円　※パターゴルフ施設もあります。

▽申し込み・問い合わせ先　市観光振興課、三望苑休養
　　施設（�２３－４０９３）へ

本荘公民館　�２２－０９００

アクアパル　�２２－５６１１

観光振興課　�２４－６３７６

　◎本荘図書館（�２２－４９００）
イエズス会の世界戦略　　　　　　　　　高橋　裕史
ケアマネージャになるには　　　　　　　稲葉　敬子
回り灯籠　　　　　　　　　　　　　　　吉村　　昭
３０分でできるわくわくカップシアター　　阿部　　恵
尾形　光琳　－江戸の天才絵師－　　　　飛鳥井頼道
鳥と花の贈り物　　　　　　　　　　　　串田　孫一
やっと本当の自分に出会えた－統合失調症と生きる当事者・家族からのメッセージ－　上森　得男
図書館のプロが教える〈調べるコツ〉－誰でも使えるレファレンス・サービス－　浅野　高志
生きることを楽しんで（ターシャ・デューダーの言葉）　　ターシャ・デューダー
時間はどこで生まれるのか　　　　　　　橋元淳一郎
ぼくは１３歳職業、兵士。－あなたが戦争のある村で生まれたら－　鬼丸　昌也
エラゴン〔１〕～〔３〕－遺志を継ぐ者－　クリストファー・パオリーニ
かいけつゾロリまもるぜ�きょうりゅうのたまご　原　ゆたか
やきいもの日－Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　ｍｙ　Ｔｏｗｎ－　村上　康成

　◎岩城図書館（�７３－３６７３）
青に候　　　　　　　　　　　　　　　　志水　辰夫
ミハスの落日　　　　　　　　　　　　　貫井　徳郎
人生の疑問に答えます　　　　　　　　　養老　孟司
１４歳　　　　　　　　　　　　　　　　千原ジュニア
どん底　　　　　　　　　　　　　　　そのまんま東
ぼくの手はきみのために　　　　　　　　市川　拓司
恋七夜　　　　　　　　　　　　　　　　安部龍太郎
不都合な真実　　　　　　　　　　　　　アル・ゴア
男前基本講座　　　　　　　　　　　スタジオダンク
日本の教育ここが問題だ�　　　　　　　屋山　太郎
ふねにのったねこのヘンリー　エリック・イングラハム
スポーツ感動物語　１～１２　　　　　　　　　学　研
ワニぼうのやまのぼり　　　　　　　　　高畠　　純
１０００の星のむこうに（大型絵本）　　アネッテ・ブライ
その角を曲がれば　　　　　　　　　　　濱野　京子
あかりちゃん（わくわくえどうわ）　　　あまんきみこ
月あかりのおはなし集　　　　　アリソン・アトリー
バムとケロシリーズ（にちようび・そらのたび・おかいもの）　　島田　ゆか
　◎由利図書館（�５３－２１２１）
魔法の心理ノート　　　　　　　　　　　渋谷　昌三
心が強くなるクスリ　　　　　　　　　　大原健士郎
人脈の教科書　　　　　　　　　　　　　藤巻　幸夫
世界一おもしろい「科学」の本　　　　　小笠原政次
田中宥久子の体整形マッサージ　　　　　田中宥久子
食品の裏側　みんな大好き食品添加物　　安部　　司
生活体力を高めるエクササイズ　　　　　芳賀　脩光
毎日の暮らし歳時記　　　　　　　　　　岸本　葉子
迷宮美術館　第３集　　　　　　　日本放送出版協会
韓国語で楽しむとっておきのソウル　　　木谷　朋子
ＥＮＧＬＩＳＨ　あいうえお　　　　　　静　　哲人

○手づくり絵本　大募集！
「あなたがつくった手づくり絵本」を出品しませんか？
４月２６日�まで、図書館へお持ちください。

　

矢
島
地
域
の
酒
蔵
が
製
造
し
た

「
雪
室
氷
点
熟
成
・
純
米
生
酒
」

を
車
内
で
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
列
車

が
四
月
二
十
七
日
、
午
後
六
時
半

に
羽
後
本
荘
駅
ス
タ
ー
ト
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

▽
参
加
費　

三
千
円
（
飲
み
放
題
、

　
　

弁
当
付
き
。
本
荘
〜
矢
島
往

　
　

復
運
賃
込
み
）

▽
定
員　

四
十
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

由
利
高
原
鉄
道
㈱
（�
　�５６

　
　

２
７
３
６
）

４
月　

日　

、
お
ば
こ
号

２７

（金）

「
純
米
生
酒
列
車
」
を
運
行

８平成１９年４月１５日号　　広報ゆりほんじょう

学
部
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

秋
田
県
立
大
学

　

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部

学
部
長　

阿
部　

紘
士　

　

こ
の
四
月
一
日
、
前
任
の
小
川
淳
二

先
生
に
代
わ
り
学
部
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ

か
ら
県
立
大
学
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
発
足
後
八
年
が
経
過
し
、

こ
の
三
月
ま
で
に
五
期
、
約
千
二
百
人

の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
県
内
外
の
職
場
の
第
一
線

で
活
躍
し
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昨
年
四
月
に
は
独
立
法
人
化
し
、

大
学
の
運
営
や
制
度
も
法
人
と
し
て
の

姿
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

来
年
に
は
節
目
の
十
年
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
来
る
べ
き
二
○
○

九
年
以
降
の
新
た
な
十
年
に
向
け
て
大

き
な
飛
躍
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

今
後
の
本
学
部
の
目
指
す
教
育
と
研
究

の
方
向
は
、
初
代
学
部
長
の
神
山
新
一

先
生
が
唱
え
た
「
も
の
づ
く
り
」
と

「
シ
ス
テ
ム
思
考
」
の
精
神
を
、
さ
ら

に
時
代
の
変
化
に
応
じ
発
展
さ
せ
、

「
高
度
な
技
術
を
伴
う
も
の
づ
く
り
」

で
あ
り
、「
シ
ス
テ
ム
思
考
」
と
共
に

「
シ
ス
テ
ム
指
向
」
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
飛
躍
に
向
け

て
、
当
面
の
学
部
の
目
標
を
次
の
よ
う

に
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

①
小
粒
で
も
特
色
の
あ
る
エ
ク
セ
レ
ン

　

ト
学
部
の
実
現

②
教
育
と
研
究
と
地
域
貢
献
と�
バ
ラ

　

ン
ス
の
取
れ
た
学
部
環
境
の
構
築

③
若
人
の
知
力
と
社
会
性
を
育
む
心
の

　

故
郷�
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現

　

特
に
、
②
で
は
、
大
学
の
教
育
と
研

究
が
地
域
の
発
展
に
う
ま
く
寄
与
で
き

る
学
部
環
境
を
目
指
し
、
ま
た
③
で
は
、

県
内
外
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
来
る

学
生
に
、
本
学
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

大
学
と
の
交
流
・
連
携
が
極
め
て
大
事

な
要
素
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
折
に
触
れ
本
学
に
お
越

し
に
な
り
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ま
た
学
生
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
街

づ
く
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
学
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
は
、
お
気
軽
に
お
申
し
越
し
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大 内 地 域大 内 地 域

■ファミリーランド・ロッジがオープン

▽ファミリーランド　４月２０日�　午前９時オープン

▽営業時間　午前８時３０分～午後５時
　　４月～１０月／毎週火曜日定休日
※ただし、７月～８月は無休

▽ロッジ利用料金　Ａ型ロッジ（６人用）４棟（宿泊）
　　７，０００円（日帰り）３，５００円、Ｂ型ロッジ（３人用）
　　３棟（宿泊）３，０００円（日帰り）１，５００円
※Ａ型・Ｂ型ともに調理器具はありません

▽ロッジ申し込み・受け付け　４月２０日�　以降の午前９
　　時～午後５時までファミリーランド（�６７－２３１３）、
　　定休日の場合は、大内総合支所産業課へ

■読み聞かせ教室「おはなしのへや」開催しています

▽と　き　４月２８日�　午前１０時３０分～

▽ところ　出羽伝承館（児童図書コーナー）

▽問い合わせ先　出羽伝承館（�６２－０５０５）
※読み聞かせボランティア会員も募集中です。

産業課　�６５－２２１６

矢 島 地 域矢 島 地 域

■公共施設休館日（４月下旬）

▽青少年ホーム　２２日�、日曜・祝日の午後５時以降

▽寿康苑　２３日�　　 ▽福祉会館　２２日�

生涯学習課　�５６－２２０３

岩 城 地 域岩 城 地 域

■ご利用ください　道の駅「岩城」第２駐車場完成
　これまで休日には、駐車スペースが不足しておりまし
たが、このたび、道の駅「岩城」の南側に第２駐車場が
完成しました。大型車９台、普通車２６台が駐車できます。

産業課　�７３－２０１４

由 利 地 域由 利 地 域

■春のコンサート（旧「鮎川小学校」交流会）
　皆さまお誘い合わせの上、ぜひおいでください。

▽と　き　４月２２日�　午前１０時～（約２時間）

▽ところ　旧鮎川小学校体育館特設会場

▽内　容　新潟県朝日村　鈴木村長のお話、コンサート
　　　（地元小中学校によるミュージックベル演奏、ギ
　　ター弾き語り、池田俊一による独唱、ヤートセ踊）
※入場無料（コンサート会場手前の図書室で、温かい飲
　み物のサービスがあります）

振興課　�５３－２１１２

福祉会館　�５６－２２０５

寿康苑　�５６－２９４０

生涯学習課　�６５－２２１０

２９２人の新入生を市民が歓迎（４月６日）



１１ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

　　「おくやみ」「お誕生」欄に掲載を希望される方は、市民生活課または各総
合支所市民課、出張所窓口にお申し出ください。

我　妻　 琉士郎 ちゃん（正人さん）一番堰
りゅうしろう

菊　地　 健 　 介 ちゃん（主税さん）石脇
けん すけ

佐　藤　 柊 　 也 ちゃん（広也さん）大鍬町
しゅう や

佐　藤　 実 　 仁 ちゃん（　忍　さん）大鍬町
み ひろ

三　船　 遼 　 人 ちゃん（知之さん）石脇
はる と

小　松　 音 　 遠 ちゃん（由喜さん）鮎瀬
ね おん

布　施　 虹 　 南 ちゃん（智也さん）土谷
に な

�　橋　 祐 　 弥 ちゃん（孝幸さん）松街道
ゆう や

佐々木　 悠 　 成 ちゃん（　亮　さん）赤沼下
ゆう せい

大　場　 有 　 真 ちゃん（豊和さん）石脇
ゆ ま

高　橋　 優 　 菜 ちゃん（　健　さん）薬師堂
ゆ な

熊　田　 光 　 桜 ちゃん（昌幸さん）大浦
み お

戸　村　 美 　 空 ちゃん（　尚　さん）中梵天
み く

鍬　�　 寧 　 々  ちゃん（　伸　さん）石脇
ね ね

菅　原　 雄 　 斗 ちゃん（正晴さん）石脇
ゆう と

佐　藤　 悠 　 人 ちゃん（光悦さん）鮎瀬
ゆう と

清　野　 翔 　 也 ちゃん（純也さん）出戸町
しょう や

三　船　 桜 　 芽 ちゃん（卓也さん）石脇
おう が

佐　藤　 智 　 悠 ちゃん（良人さん）矢島町七日町
ち ひろ

柴　田　 珠 　 希 ちゃん（純一さん）岩城亀田
みい の

松　坂　 美 　 嘉 ちゃん（　亮　さん）岩城内道川
み か

目　黒　 　 　 子 ちゃん（　忍　さん）岩城勝手
り こ

佐々木　　　 愛 ちゃん（　稔　さん）森子
あい

木　村　 友  慈  和 ちゃん（　孝　さん）久保田
ゆ い な

東海林　 彩 　 季 ちゃん（　弘　さん）滝
あ き

正　木　 陽 　 介 ちゃん（�通さん）大倉沢
よう すけ

工　藤　 璃 　 来 ちゃん（　清　さん）西目町沼田
り ら

村　上　 遥 　 菜 ちゃん（智博さん）鳥海町下直根
はる な

菅　野　 日 　 菜 ちゃん（敬和さん）鳥海町上笹子
ひ な

村　上　 真 　 維 ちゃん（廣隆さん）鳥海町上笹子
ま い

〈３月１６日～３１日受付分〉

おくやみ申し上げます

■東光山ハイキング募集～歴史と眺望の山

▽主催…本荘山の会（会長　荘司昭夫�３３－２７５４）

▽とき…５月２０日�　９時～１４時（雨天中止）

▽ところ…市役所集合、東光山へ 

▽費用…１，０００円（バス、保険料）

▽持ち物…雨具、昼食 

▽申し込み・お問い合わせ…５月１４日�ま
　　で、石川さん（�２２－３４４０）または今野
　　さん（メールｋｏｎ．ｙｕｋｉ＠ｇｍａｉ１．ｃｏｍ、
　　�２３－３９０２）
■ライブＩＮ阿弥陀みどりの風コンサート～いのち輝くとき～

▽とき…５月１３日�　午後２時開演（３０分前開場）

▽ところ…廣誓寺本堂（定員１００席）

▽内容…大谷祥子ピアノファンタジー　ほか

▽入場券…５００円（前売り中）コンサートチ
　　ラシ希望者にメール送信します。

▽お問い合わせ…亀崎さん（�２２－３２４６
　　メールｋａｍｅ．ｅ＠ｂｌｕｅ．ｐｌａｌａ．ｏｒ．ｊｐ）

　このたび、２０人の米国教員
が市内で教育研修を行うこと
になりました。市では、研修
の一環として行われるホーム
ステイの受け入れ家庭を募集
しています。（申込書は各総合
支所振興課、企画調整課にあ
ります。）
【引き受け日】
　６月２３日（土）　午前１０時～
　２４日（日）　午後４時
【募集世帯】　２０世帯
【募集締切】５月８日（火）
※ペットの有無など条件があ
　ります。詳細・申し込みは、
　企画調整課（�２４－６２３５）
　までお問い合わせください。

〈３月１６日～３１日受付分〉
佐々木　イ　ヨさん（８３歳）西小人町
木　嶋　カネミさん（８３歳）石脇
�　原　トヨエさん（９８歳）水林
佐々木　弘　子さん（４７歳）松ヶ崎
佐　藤　カ　ネさん（８６歳）石脇
三　浦　サダミさん（８５歳）玉ノ池
帯　谷　政　治さん（８３歳）薬師堂
石　川　タ　ケさん（９７歳）石脇
池　田　治　助さん（８０歳）松ヶ崎
佐　藤　ユキミさん（６２歳）石脇
�　橋　ツマヨさん（９２歳）二番堰
阿　部　勘太郎さん（８６歳）薬師堂
神　谷　清　治さん（８３歳）石脇
朝　岡　秀　吉さん（８８歳）石脇
渡　部　リヱ子さん（７６歳）松ヶ崎
志　賀　雅　一さん（６２歳）中梵天
打　矢　タ　ミさん（８９歳）松ヶ崎
小　杉　キ　ヨさん（８３歳）柳生
�　橋　正　二さん（８０歳）鶴沼
武　藏　ハルヨさん（９１歳）出戸町
齋　藤　作　男さん（８９歳）川口
堀　　　留　吉さん（８３歳）神沢
小　松　孝　捷さん（８０歳）八幡下
佐　藤　與一郎さん（７８歳）鮎瀬
渡　部　利　夫さん（８４歳）松ヶ崎
茂　木　一　良さん（８４歳）矢島町坂之下
佐　藤　忠　一さん（８０歳）矢島町立石
田　口　サダエさん（９０歳）岩城二古
新　井　順　子さん（７８歳）岩城二古
工　藤　�代治さん（９２歳）岩城亀田
正　木　優　子さん（８１歳）黒沢
村　上　ハナヨさん（９４歳）川西
長谷川　彦　一さん（８４歳）東鮎川
正　木　ナ　ミさん（８２歳）黒沢
熊　谷　　　弘さん（８０歳）西沢
小野寺　正　男さん（９５歳）山本
佐々木　トメノさん（８６歳）五十土
岡　見　歳　雄さん（８１歳）岩谷麓
東海林　　　久さん（７６歳）岩野目沢
佐々木　ミヤ子さん（８０歳）羽広
加　藤　キノヱさん（８９歳）中俣
松　井　トキコさん（８９歳）岩谷町
佐々木　セ　ンさん（８４歳）中田代
吉　尾　ツ　サさん（９４歳）牛寺
堀　川　カネヨさん（９４歳）岩谷町
鈴　木　金　吉さん（７５歳）岩野目沢
�　地　金　雄さん（８４歳）岩野目沢
佐々木　チヨミさん（８９歳）東由利宿
佐々木　豊太郎さん（７４歳）西目町海士�
鈴　木　松　美さん（５１歳）鳥海町上笹子
佐　藤　サクヱさん（８５歳）鳥海町伏見
眞　坂　キヱノさん（８８歳）鳥海町猿倉
金　子　勝　巳さん（７７歳）鳥海町栗沢
鈴　木　善　造さん（７５歳）鳥海町上笹子
佐　藤　ハ　ヤさん（７５歳）鳥海町上川内
佐　藤　計　男さん（７４歳）鳥海町下川内
三　船　イ　トさん（８１歳）鳥海町伏見
梶　原　金次郎さん（７３歳）鳥海町百宅

３月末日現在・住民基本台帳

（△３５４）８９，２７６人　人 口

（△１８９）４２，７６５人　男

（△１６５）４６，５１１人　女

（△　９７）２９，８４５世帯世帯数

（　）は前月比

人　の
動　き

１０平成１９年４月１５日号　　広報ゆりほんじょう

※５月１５日号に掲載希望の原稿は４月２５日
　（水）が締め切りです。

■「あそびの庭」で一緒に遊ぼう！

▽とき…毎週金曜日（４月２７日より開始）
　　午前９時３０分～１１時

▽ところ…本荘幼稚園　※駐車場有り

▽お問い合わせ…本荘幼稚園（�２２－３１１６）
※子育て相談もいたします。
■本丸広場整備記念花火を打ち上げます
　本荘公園の観桜会期間中の４月２１日�午後７
時に鶴舞球場から花火が打ち上げられます。
　花火は本丸広場整備を記念して、由利本荘市
造園業組合（鈴木和男組合長）が提供するもの
です。お楽しみください。（雨天順延）
■「長生き健康体操」会員募集

▽とき…毎週火曜日・木曜日・土曜日いずれも
　　午前９時３０分～正午

▽ところ…鶴舞会館

▽とき…毎週月曜日午後１時３０分～４時、水曜日
　　午前９時３０分～正午、木曜日午後７時～９時

▽ところ…ポンパル

▽会費…月１，０００円（入会から２ヶ月間は無料）

▽申し込み・お問い合わせ…市太極拳協会
　　伊藤さん（�２３－７５８３）
■「エアロビクス教室」参加者募集

▽とき…４月２０日�、２７日�　午後７時～８時

▽ところ…矢島福祉会館２階

▽参加料…毎回５００円

▽申し込み・お問い合わせ…結城さん（�２２－
　　０７６４）

■ご家庭で眠っている鯉のぼりを宿河川
　公園で泳がせてみませんか！
　宿自治会では、毎年、国道１０７号沿いの宿河川公
園で鯉のぼりの遊泳を実施しています。しかし、
老朽化が進み鯉のぼりの数が少なくなってしま
いました。ご家庭などで眠ったままになってい
る鯉のぼりを提供いただける方は、遠藤芳裕（宿
自治会長�６９－３４７１）までご連絡ください。
■「声の広報」のための音訳講座参加者募集

▽とき…５月７日�、１４日�、２１日�、２８日�
　　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館第一学習室
※託児有り（事前に申し込みのこと）

▽対象…声の広報に関心がある方
※音訳が初めての方、一緒に始めましょう

▽内容…「広報ゆりほんじょう」を声で伝える

▽申し込み・お問い合わせ…５月２日�まで那
　　須さん（�２３－２１７０）
■おたのしみ食べて飲んで学ぶフランス語
　初等科ランチタイム参加者募集

▽とき…５月１０日�　午後１時～２時

▽ところ…市青少年ホーム　調理室

▽会費…５００円（会員は別）

▽申し込み・お問い合わせ…５月１日�まで、
　　西洋料理友の会代表 菊地さん（�２４－３５６９、
　　携帯０８０－１８２０－５１５６）
■「西洋料理友の会」新会員募集
　西洋料理の基本（主に北欧の家庭料理）、各種
スープ・デザート、シニア料理、ヘルシー料理。

▽とき…毎月第２木曜日　午後１時～４時

▽ところ…市青少年ホーム　調理室

▽会費…参加毎に１，５００円（材料費代）
※毎月自由参加です。

▽申し込み・お問い合わせ…菊地さん（�２４－
　　３５６９、携帯０８０－１８２０－５１５６）

　　「天鷺郷桜の里づく
り事業」が４月１日行
われ、亀田地区住民を
中心に約１５０人が参加
して、桜２００本を天鷺遊
園周辺に、つつじ４５０本
を新町中央線道路花壇
にそれぞれ植樹しまし
た。

植樹を行った実行委員会の皆さん

� ��������������

市の花「さくら」
とつつじを植樹　
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　柳田ソノさん（明治
４０年４月１日生まれ、
土谷）に、市から賀詞
と長寿祝金が贈呈され
ました。
　これからもお元気で
お過ごしください。

　平成１９年還暦を祝う
会（本荘北・南中）が
３月２５日、旧本荘中学
校跡の石脇公園におい
て、市の花の桜１本、
市の木のケヤキ２本を
寄贈し植樹しました。

還暦を祝う会が
記念植樹　　　


